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第３回定例会
　令和3年第3回定例会は、9月7日から9月22日までの16日間の会期で開催され、一般質問のほか、令和2年
度各会計決算、令和3年度各会計補正予算、条例の一部改正などについて審議しました。

▼補正予算 

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第７号）……………………………………………………… 原案可決
巡回ワゴン運行事業補助金、選挙運動用ビラ作成負担金、新型コロナウイルス緊急対策経費などで1億
7,396万5千円を追加し、総額を226億979万1千円としました。

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第８号）……………………………………………………… 原案可決
選挙管理委員会事務経費、地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金で1,210万2千円を追加し、総額を226
億2,189万3千円としました。

・令和３年度北斗市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）………………………………… 原案可決
過年度の一般会計繰入金精算による償還金などで4,432万8千円を追加し、総額を48億5,803万2千円としま
した。

・令和３年度北斗市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）……………………………………… 原案可決
過年度の介護保険給付費負担金等精算による償還金などで6,659万2千円を追加し、総額を46億8,784万6千
円としました。

・令和３年度北斗市下水道事業会計補正予算（第１号）……………………………………………… 原案可決
収益的支出の営業費用で420万円を追加し、総額を11億1,898万7千円としました。また、資本的支出では建
設改良費で1,540万円を追加し、総額を9億9,850万7千円としました。

▼条　　例 

・北斗市議会議員定数条例の一部改正　……………………………………………………………… 原案可決
議会改革の推進に関する調査特別委員会において、議員定数について検討し議論を重ねた結果、市議
会議員の定数を減じる必要があるとの結論に至ったことから、議員発議により現在の議員定数22人を
2人削減し、新たな定数を20人とするための一部改正です。

　　　➡ｐ12の「議会からのお知らせ」をご覧ください
・北斗市議会会議規則の一部改正　…………………………………………………………………… 原案可決

標準市議会会議規則の改正に併せ、本会議の欠席事由を具体的に明文化するとともに議員の出産につ
いて産前・産後期間に配慮した欠席期間の範囲を明文化及び市議会に対する請願に係る押印の見直し
をするための一部改正です。

・北斗市議会委員会条例の一部改正　………………………………………………………………… 原案可決
標準市議会会議規則の改正に併せ、委員会における欠席事由を具体的に明文化するとともに委員の出
産について産前・産後期間に配慮した欠席期間の範囲を明文化するための一部改正です。

・北斗市の議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正　…… 原案可決
公職選挙法の改正により、平成31年3月1日以降にその期日が告示される市議会議員の選挙についても
選挙運動用ビラの頒布が可能になるとともに、条例に規定することで、その費用を公費負担の対象と
することが可能となったことから、市議及び市長選挙における選挙運動用ビラ作成費用について公費
負担の対象とするための一部改正です。

・北斗市個人情報保護条例の一部改正　……………………………………………………………… 原案可決
デジタル改革関連法が公布されたことに伴い、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律の一部が改正されたことから、本条例の引用条項を改めるための一部改正です。

・北斗市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正　…………………… 原案可決
行政事務の効率化と公正な給付の確保、さらに手続きの簡素化による市民負担の軽減を図るため、行
政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づき、北斗市教育委員
会が行う就学援助費及び就学奨励費の支給に関する事務を個人番号の独自利用事務として追加し、特
定個人情報の提供を可能にするとともに、法改正に伴う引用条項を改めるための一部改正です。



北斗市　議会だより2

・北斗市健康センター条例の一部改正　……………………………………………………………… 原案可決
令和4年度から北斗市健康センター及びせせらぎ保健センターに指定管理者制度を導入することに伴
い、両施設の一体的かつ効果的な運営・運用を図るために、健康センターの研修室使用料を無料にす
るとともに、温泉水の使用の許可、制限、使用料について、必要な事項を定めるための一部改正です。

・北斗市営駐車場条例の一部改正　…………………………………………………………………… 原案可決
新函館北斗駅前平面駐車場について、今後の安定した運営及び受益者負担の公平性を確保する観点か
ら、本年12月に予定している供用開始にあわせ有料化するとともに、利用者のニーズを想定し、一定
の利用促進を図る観点から、定期券や回数券を発行するための規定を整備するための一部改正です。

▼決算認定 

議長、監査委員を除く20名で構成される決算審査特別委員会を9月8日に設置し、9月10日、13日、14日、
21日の4日間開催し審査しました。

・令和２年度北斗市一般会計決算認定　……………………………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市国民健康保険事業特別会計決算認定　………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市後期高齢者医療事業特別会計決算認定　………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市介護保険事業特別会計決算認定　……………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市土地区画整理事業特別会計決算認定　………………………………………… 原案認定
・令和２年度渡島公平委員会特別会計決算認定　…………………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市水道事業会計決算認定　………………………………………………………… 原案認定
・令和２年度北斗市下水道事業会計決算認定　……………………………………………………… 原案認定

▼そ の 他 

・都市公園を設置すべき区域の決定　………………………………………………………………… 原案可決
・令和２年度決算に基づく北斗市の健全化判断比率の報告　…………………………………………… 報告済
・令和２年度決算に基づく北斗市公営企業の資金不足比率の報告　………………………………… 報告済
・令和２年度北斗市教育委員会が執行した事務事業の点検及び評価の報告　……………………… 報告済

▼諮　　問 

・人権擁護委員の推せんにつき意見を求める件（細川　敬太郎 氏）　………………………… 異議なく答申

▼決　　議 

・議会ＩＣＴ化に関する調査特別委員会の設置決議　……………………………………………… 原案可決
特別委員会設置内容と構成委員は12ページに掲載しています。

▼意 見 書 　－ 可決された意見書は、以下のとおりです －

・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
・国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書
　（提出された意見書の内容は、議会のホームページで閲覧することができます。）

第４回臨時会
　令和3年第4回臨時会は、8月3日に開催され、令和3年度一般会計補正予算について審議しました。

▼補正予算 

・令和３年度北斗市一般会計補正予算（第６号）……………………………………………………… 原案可決
市税等過誤納還付金などで1,192万1千円を追加し、総額を224億3,582万6千円としました。
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一 般 質 問
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池
田
市
長
は
今
日
ま
で
１
期
目
の
任
期
に

お
い
て
市
政
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
、
市
長
選

挙
へ
の
出
馬
に
関
し
て
、
池
田
市
長
の
思
い
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
平
成
29
年
12
月
16
日
に
高
谷
前
市

長
が
突
然
の
病
で
逝
去
さ
れ
、
当
時
、
議
会
議

長
で
あ
っ
た
私
は
、
高
谷
市
政
を
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、
「
人
口
減
少
問
題
」
、
「
産
業
の
育

成
」
、
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
応

援
」
、
「
若
者
や
女
性
、
高
年
齢
者
が
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
、
「
安
心
・
安
全

な
都
市
環
境
の
整
備
」
な
ど
、
七
つ
の
政
策
目

標
を
公
約
に
掲
げ
て
市
長
選
挙
に
臨
み
、
責
任

あ
る
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
３
年
７
カ
月
が
経

過
し
、
こ
の
間
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
「
市
民
目

線
に
立
ち
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
理
念
に
、
市
政
運
営
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
約
束
し
た
公
約
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
を
実
施
、
予
算
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
と

と
も
に
、
事
務
事
業
に
あ
た
る
優
秀
な
市
職
員

の
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
お
り
、
関

係
す
る
多
く
の
方
々
に
改
め
て
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

い
ま
だ
収
束
を
見
通
せ
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
人
口
減
少
問
題
、
企
業
誘
致
、
総

合
運
動
公
園
の
再
整
備
の
実
現
や
、
防
災
体
制

の
整
備
、
巡
回
ワ
ゴ
ン
の
本
格
運
行
、
事
業
の

選
択
と
集
中
な
ど
、
残
さ
れ
て
い
る
課
題
も
数

多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
の
た
め
、
そ
し
て
北

斗
市
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
市
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

浜
分
近
隣
公
園
は
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
で
あ
り
、
浜

分
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
は
長
年
に
わ
た
っ
て

親
し
み
深
い
公
園
で
す
。

　

浜
分
近
隣
公
園
に
つ
い
て
、
将
来
ど
の
よ
う

な
構
想
を
お
持
ち
な
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
昭
和
59
年
10
月
に
供
用
開
始
さ
れ
、

野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
運
動
施
設
や

大
型
複
合
遊
具
・
幼
児
用
遊
具
が
整
備
さ
れ
、

園
路
や
ト
イ
レ
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
健
康
づ

く
り
の
場
や
憩
い
の
場
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
公
園
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
供
用
開
始
か
ら
約
37
年
が

経
過
し
、
各
公
園
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
に
な

る
と
と
も
に
、
周
辺
の
宅
地
開
発
に
伴
う
人
口

増
加
や
自
家
用
車
に
よ
る
来
園
者
の
増
加
で
公

園
敷
地
が
手
狭
と
な
り
、
ま
た
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
変
化
へ
の
対
応
と
い
っ
た
問
題
点
も
見
え

て
き
て
い
る
現
状
で
す
。

　

浜
分
近
隣
公
園
は
、
周
辺
に
比
較
的
新
し
い

宅
地
開
発
が
多
い
な
ど
、
子
育
て
世
代
が
非
常

に
多
い
立
地
環
境
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
再
整
備
に
あ
た
り
、
利
用

者
の
メ
イ
ン
と
な
る
子
ど
も
た
ち
が
十
分
に
楽

し
め
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
に

外
で
元
気
よ
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
見
守
る
こ
と
の

で
き
る
公
園
が
理
想
的
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
よ
う
な
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
行
政
の

役
割
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
手
法
に

よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

問　

運
動
公
園
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
（
人
工
芝
）

の
利
用
開
始
を
現
在
の
４
月
１
日
か
ら
３
月
中

の
開
始
に
で
き
な
い
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
都
市
住
宅
課
長
）
利
用
者
か
ら
の
要
望
が

多
く
な
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答
（
市
長
）
雪
解
け
が
早
い
年
な
ど
は
、
３
月

に
利
用
で
き
る
状
況
が
整
え
ば
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

陸
上
競
技
場
を
利
用
し
て
い
る
と
き
に
急

激
な
天
候
の
変
化
等
に
対
応
で
き
る
一
時
避
難

場
所
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
都
市
住
宅
課
長
）
現
在
、
運
動
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
実
施
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
日
よ
け
や
休
憩
場
所
と
し
て
、
陸
上
競
技

場
の
周
り
に
、
屋
根
付
き
の
あ
ず
ま
や
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

市　
長

質
問
１

引
き
続
き
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

明
年
１
月
に
予
定
し
て
い
る
市
長

選
挙
へ
の
出
馬
は

市　
長

質
問
２

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
調
査
・
把
握
し

て
、
整
備
し
て
い
き
た
い

浜
分
近
隣
公
園
の
将
来
構
想
は

市　
長

質
問
３

状
況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
応

・
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用
開
始
を

３
月
中
に
で
き
な
い
か

栃
木
　
正
則
　
議
員

浜分近隣公園のようす

問答

答答答

問

問問

答
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一 般 質 問
問　

七
重
浜
８
丁
目
に
あ
る
「
天
然
温
泉
七
重

浜
の
湯
」
が
９
月
末
を
も
っ
て
閉
店
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ス
パ
ビ
ー
チ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

地
元
の
行
楽
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
た
く
さ
ん
の
賑

わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
事
情
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
閉

店
に
な
る
こ
と
は
、
市
民
の
方
々
に
多
大
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。

　

浜
分
地
区
に
あ
っ
た
温
泉
入
浴
施
設
が
相
次

い
で
閉
鎖
と
な
れ
ば
、
利
用
し
て
い
た
方
々
の

入
浴
機
会
に
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

既
に
、
自
宅
に
お
風
呂
が
な
い
方
々
か
ら
は
、

不
安
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
浴
施
設
以
外
に
会
議
や
宴
会
場
と

し
て
も
、
市
内
の
た
く
さ
ん
の
団
体
が
利
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
な
く
な

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
々
に
影
響
が

出
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
中
で
の
市
長
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）「
天
然
温
泉
七
重
浜
の
湯
」
の
直

近
の
利
用
状
況
は
、
昨
年
度
の
入
湯
税
の
申
告

に
基
づ
く
入
浴
客
数
が
約
３
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
閉
店
に
伴
い
市
と
し
て
は
、
入
浴
は
東
前

の
民
間
温
泉
施
設
や
せ
せ
ら
ぎ
温
泉
の
利
用
を

促
し
、
入
浴
以
外
は
、
東
前
の
民
間
温
泉
施
設

が
中
規
模
の
宴
会
場
と
し
て
利
用
可
能
で
あ
り
、

会
議
や
ス
ポ
ー
ツ
利
用
は
公
共
施
設
で
も
対
応

可
能
で
あ
る
の
で
、
用
途
に
応
じ
て
利
用
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
浜
分
地
区
の
入
浴
機
会
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
方
や
高
齢
者

等
で
、
移
動
手
段
が
な
い
場
合
に
影
響
が
で
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
前
の
民
間
温
泉

施
設
に
バ
ス
送
迎
の
打
診
を
し
ま
し
た
が
、
対

応
が
困
難
と
の
回
答
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
市
で
は
、
暫
定
的
な
措
置
と

し
て
、
市
民
活
動
バ
ス
「
せ
せ
ら
ぎ
号
」
を
、

空
き
状
況
に
応
じ
て
と
な
り
ま
す
が
、
浜
分
地

区
な
ど
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
利
用
希
望
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

帯
状
疱
疹
は
多
く
の
方
が
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
皮
膚
病
で
す
。

　

水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
が
完
治
し
た
後
も
体

内
の
神
経
節
に
隠
れ
て
免
疫
細
胞
の
攻
撃
を
か

わ
し
、
何
十
年
も
潜
伏
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

２
０
１
４
年
か
ら
す
べ
て
の
小
児
に
水
痘
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
始
ま
り
、
水
痘
患
者
は

劇
的
に
減
り
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
帯
状
疱

疹
患
者
が
増
加
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
が
罹
患
す
る
確
率
が
高
く
、
全

国
の
自
治
体
で
も
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
公

費
助
成
の
動
き
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

北
斗
市
で
も
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
や
前
に
も

提
案
し
た
お
た
ふ
く
風
邪
の
ワ
ク
チ
ン
を
公
費

助
成
し
て
、
市
民
が
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
築
く
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
定
期
接
種
及
び
任
意
接
種
は
、
自

ら
が
病
気
に
か
か
り
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
全
体
で
も
流
行
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
副
反
応
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、

国
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問
の
あ
っ
た
帯
状
疱
疹
は
、
過
去
に
水
痘

に
な
っ
た
際
、
神
経
に
潜
伏
し
た
ウ
イ
ル
ス
が

再
び
活
性
化
し
て
、
皮
膚
に
痛
み
を
伴
う
水
疱

を
生
じ
さ
せ
る
病
気
で
す
。

　

加
齢
や
過
労
、
糖
尿
病
な
ど
に
よ
り
免
疫
が

低
下
す
る
こ
と
で
発
症
し
、
50
歳
頃
か
ら
発
症

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
約
３
分

の
１
の
人
が
経
験
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
、
人
口
構
成
の
高
齢
化
や
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
伴
う
患
者
と
の

接
触
機
会
減
少
に
よ
り
、
免
疫
が
再
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
患
者
数
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
国
は
、
平
成
28
年
に
、
50
歳

以
上
を
適
用
年
齢
と
し
て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
を
承
認
し
、
任
意
接
種
と
し
て
使
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
定
期
接
種
化
に
つ
い

て
は
、
国
の
審
議
会
に
お
け
る
検
討
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
最
優
先
と
し
て
い
る
た
め
、

継
続
審
議
扱
い
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
た
ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
８
月
に
開
催
さ
れ
た
国
の
審
議

会
に
お
い
て
、
安
全
性
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ

ン
の
開
発
を
企
業
へ
要
請
し
、
副
反
応
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
上
で
、
こ
ち
ら
も
継
続

審
議
扱
い
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
の
国
の
審
議
会
の
検
討

状
況
を
見
極
め
た
上
で
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

市　
長

質
問
１

暫
定
的
に
市
民
活
動
バ
ス
せ
せ
ら

ぎ
号
の
利
用
希
望
調
査
を
検
討

浜
分
地
区
の
入
浴
機
会
の
影
響
に

よ
る
今
後
の
考
え
に
つ
い
て

市　
長

質
問
２

今
後
の
国
の
審
議
会
の
検
討
状
況

を
見
極
め
た
上
で
対
応
し
た
い

帯
状
疱
疹
・
お
た
ふ
く
風
邪
な
ど

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
の
考
え
は

髙
村
　
　
智
　
議
員

問

帯状疱疹ワクチン【シングリックス製品写真】
� 出典：グラクソ・スミスクライン㈱

問 答

答
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一 般 質 問
　

北
斗
市
の
市
営
住
宅
は
市
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
、
団
地
の
外
壁

等
の
改
修
や
給
排
水
設
備
の
更
新
等
が
行
わ
れ

て
お
り
、
住
環
境
は
充
実
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
市
民
よ
り
市
営
住
宅
の
管
理
人
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

⑴
市
営
住
宅
全
部
に
管
理
人
は
い
る
の
か
。

⑵
管
理
人
に
資
格
条
件
は
あ
る
の
か
。

⑶
管
理
人
の
仕
事
内
容
は
。

⑷
管
理
人
の
任
期
は
あ
る
の
か
。

（
市
長
）
市
で
は
、「
北
斗
市
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
営
住
宅
の
改
修
ま

た
は
更
新
工
事
等
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
入
居
者
の
皆
さ
ま
が
快
適
に
暮
ら
せ

る
よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑴
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
営
住
宅
に
管
理
人
を

置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
12
戸
以
上
の
団

地
ま
た
は
棟
ご
と
に
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
人

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

⑵
団
地
ま
た
は
棟
の
入
居
者
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
巡
回
点
検
、
入
居
者

と
市
の
連
絡
調
整
を
主
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

⑷
任
期
は
特
に
定
め
て
お
ら
ず
、
年
度
末
ご
と

に
意
向
確
認
し
た
上
で
、
継
続
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
　

管
理
人
が
共
益
費
な
ど
を
集
金
し
て
い
る

場
合
、
決
算
ま
で
市
は
関
与
し
て
い
る
の
か
。

　
（
都
市
住
宅
課
長
）
共
益
費
は
団
地
単
位
の

自
治
会
、
団
地
の
住
民
の
方
々
に
任
せ
て
お
り
、

市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
年
の
７
月
～
８
月
に
か
け
て
、
日
本
付

近
に
停
滞
し
各
地
に
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら

し
て
い
る
前
線
が
あ
り
、
記
録
的
大
雨
や
特
別

警
報
が
出
さ
れ
厳
重
な
警
戒
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害
な
ど
各
地
の
被
害
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
よ
り
北
斗
市
の
河
川
状
況
や
ダ
ム
の
様

子
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
以
下
の
点
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

⑴
北
斗
市
内
に
あ
る
ダ
ム
の
数
と
そ
の
ダ
ム
の

役
割
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

⑵
北
海
道
の
管
理
で
あ
る
二
級
河
川
の
流
渓
川

上
流
、
柳
川
橋
の
下
流
部
分
の
雑
木
は
伐
採
さ

れ
、
戸
切
地
川
の
田
園
大
橋
下
流
の
両
側
も
き

れ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
二
級
河
川
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）
⑴
現
在
、
北
斗
市
内
に
は
戸
切
地

川
上
流
に
建
設
さ
れ
た
上
磯
ダ
ム
、
大
野
川
支

流
の
中
二
股
沢
川
に
建
設
さ
れ
た
大
野
ダ
ム
、

宗
山
川
上
流
に
建
設
さ
れ
た
南
部
坂
ダ
ム
の
計

３
基
の
ダ
ム
が
あ
り
、
上
磯
ダ
ム
及
び
大
野
ダ

ム
は
、
水
を
蓄
え
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
用
水

及
び
水
道
用
水
を
安
定
し
て
取
水
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
利
水
」
の
役
割
を
担
い
、
南
部
坂
ダ

ム
に
つ
い
て
は
、
大
雨
時
に
河
川
の
氾
濫
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
「
治
水
」
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

⑵
北
海
道
の
管
理
河
川
と
な
り
ま
す
の
で
、
函

館
建
設
管
理
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
二
級
河

川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
河
川
の
状
況
に

応
じ
て
、
適
宜
、
伐
木
や
堆
積
土
砂
の
除
去
な

ど
を
行
っ
て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
昨

年
度
は
、
流
渓
川
、
大
野
川
で
伐
木
、
流
渓
川
、

戸
切
地
川
、
旧
久
根
別
川
で
堆
積
土
砂
の
除
去

を
行
い
、
今
年
度
は
流
渓
川
、
大
野
川
で
伐
木
、

戸
切
地
川
で
堆
積
土
砂
の
除
去
を
行
っ
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問　

萩
野
・
東
前
地
区
の
方
か
ら
、
久
根
別
川

が
、
最
近
、
雨
が
降
る
と
一
気
に
水
か
さ
が
増

す
の
が
目
に
見
え
て
分
か
る
と
聞
き
ま
し
た
。

　

改
修
は
無
理
だ
と
し
て
も
土
砂
を
取
り
除
く

こ
と
は
で
き
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、
北
海
道

に
そ
う
い
う
働
き
か
け
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
（
土
木
課
長
）
久
根
別
川
水
系
河
川
整
備
計

画
は
、
北
海
道
で
見
直
し
を
進
め
て
お
り
、
先

日
も
市
民
に
対
し
て
説
明
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

久
根
別
川
の
雨
が
降
っ
た
後
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
へ
情
報
と
し
て
伝
え
て
ま
い
り

た
い
。

市　
長

質
問
１

す
べ
て
の
市
営
住
宅
に
管
理
人
を

置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

す
べ
て
の
市
営
住
宅
に
管
理
人
は

い
る
の
か

市　
長

質
問
２

３
基
あ
り
「
利
水
」
と
「
治
水
」

の
役
割
を
担
っ
て
い
る

市
内
に
あ
る
ダ
ム
の
数
と
役
割
は

外壁改修工事中の市営団地

堆積土砂の除去後の戸切地川

工
藤
　
秀
子
　
議
員

問

問問

答

答

答

答 問
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一 般 質 問
　
　

高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
方
の
増
加
へ
の

対
応
は
、
今
や
世
界
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
世
界
で
最
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化

が
進
ん
で
き
た
日
本
は
公
的
介
護
保
険
制
度
の

下
、「
認
知
症
の
方
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
」
と
い
う
目
的
で
、
２
０
１
５
年

１
月
に
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
２

０
１
７
年
７
月
に
は
、
数
値
目
標
の
更
新
や
施

策
を
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
の
改
定
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
て
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
た
認
知

症
施
策
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
老
後
を
考
え
た
と
き
、
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
ら
な
ど
、
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

⑴
当
市
に
お
け
る
認
知
症
の
実
態
を
、
年
代
別

の
認
知
度
な
ど
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
お
伺
い
し
ま
す
。

⑵
認
知
症
予
防
と
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
、
い
わ
ゆ
る
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
施
策
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
に
対
し
、
体
制
の
強
化
や
認
知
症
へ

の
正
し
い
理
解
の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

⑴
市
で
把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「
日

常
生
活
自
立
度
」
に
基
づ
く
実
績
と
な
り
ま
す

が
、
軽
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以

下
が
18
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
113
人
、
75

歳
以
上
が
756
人
で
合
計
887
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下

が
13
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
115
人
、
75
歳

以
上
が
947
人
で
合
計
１
千
75
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

重
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下

が
５
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
40
人
、
75
歳

以
上
が
500
人
で
、
合
計
545
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
認
知
症
の
予
防
に
は
「
他
者
と
の
交
流
」
と

「
運
動
の
継
続
」
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
身
近
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、「
元
気
ら

く
ら
く
教
室
」
の
よ
う
な
介
護
予
防
教
室
の
実

施
、
身
近
な
場
で
地
域
の
方
と
交
流
で
き
る
サ

ロ
ン
の
整
備
、「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

等
の
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
充

実
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
取
り
組
み

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
認
知

症
の
疑
い
が
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
、 

「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に

よ
り
専
門
的
な
診
断
や
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
り
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
標
に
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解

を
普
及
啓
発
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
や
、
介
護
者
の
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
た
「
ほ
く
と
市
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
」（
通
称
「
す
み
れ
の
会
」
）
と
の
情

報
交
換
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
、
認
知
症
施
策
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

認
知
症
の
前
段
階
と
さ
れ
る
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
が
自
宅
な
ど
か
ら
電
話
で
気
軽
に
実
施

で
き
る
認
知
機
能
テ
ス
ト
「
あ
た
ま
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
」
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
市
で
は
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
認
知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
他
市
の
取
り
組
み
状
況
等
を
確
認

し
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
具
体

的
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
医
療
と
介
護
が
ス
ム
ー

ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
、
函
館
市
医
師
会
病

院
内
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
り
、
病
院
と
介

護
事
業
所
が
共
通
様
式
を
使
用
し
た
り
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市　
長

質　
問

今
後
も
認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
よ
う
努
め
た
い

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

仲
村
千
鶴
子
　
議
員

【認知症初期集中支援サービスのイメージ】� 出典：厚生労働省資料

問

答

答

答

問

問
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一 般 質 問
　
　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
対
応

は
、
支
援
の
実
行
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
広
い
裾
野
に
対
し
て
の
支
援
策
も

多
く
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
も
類
を
見
な
い

対
応
と
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し

が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
様
々
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑴
若
年
層
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
方
法
の
考

え
方
に
つ
い
て

⑵
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
衆
衛
生
上
の
啓
蒙
活

動
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑶
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の
考
え
方

に
つ
い
て

ア　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
関
す
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
実
施
予
定
は
あ
る
の
か
。

イ　

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、
状
況
に

応
じ
て
、
話
し
合
い
や
修
正
を
し
て
い
く
予
定

は
あ
る
の
か
。

ウ　

在
宅
人
工
呼
吸
器
や
酸
素
濃
縮
器
な
ど
の

医
療
機
器
を
使
用
し
て
い
る
患
者
数
を
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
支
援
方
法
等
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
（
市
長
）
⑴
市
と
し
て
も
若
年
層
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
12
歳
以
上
19
歳
以
下
へ

の
接
種
に
当
た
っ
て
は
、
細
や
か
な
配
慮
の
下
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

若
年
層
の
接
種
方
法
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

特
定
に
つ
な
が
り
に
く
い
個
別
接
種
を
基
本
に

考
え
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
本
人
の
意
思
に
基
づ
い
て
受
け
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
、
接
種
の
有
無
に
よ
る
偏
見
や

差
別
、
い
じ
め
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
を
は
じ
め
、
多
様
な
手
段
を
用
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
正
し
い
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、

情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

⑵
市
で
行
っ
て
い
る
公
衆
衛
生
活
動
は
、
母
子

保
健
衛
生
、
感
染
症
予
防
、
生
活
習
慣
病
対
策
、

精
神
衛
生
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
は
、
乳
幼

児
健
診
を
延
期
し
た
ほ
か
、
母
親
教
室
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
研
修
、
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
、
高
校
生
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ

い
体
験
を
中
止
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
ま
す
が
、
乳

幼
児
の
家
庭
訪
問
は
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底

し
た
上
で
、
本
人
の
承
諾
を
い
た
だ
き
な
が
ら

実
施
し
、
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
は
、
現

在
、
電
話
対
応
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
講
演
会
は
、
多
く
の
方
が
集
ま

り
、
密
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
か
ら
２
年
連
続
で
中
止
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
住
民
健
診
や
健
康
相
談
等
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
感
染
予
防
を
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

⑶
ア　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
で
は
、
感
染
予

防
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
一
定
間
隔
の
確
保
が
最

も
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め

４
メ
ー
ト
ル
四
方
の
マ
ッ
ト
や
簡
易
テ
ン
ト
を

購
入
し
、
体
制
を
整
備
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

職
員
に
対
し
、
採
用
10
年
以
内
の
若
手
職
員
を

中
心
に
、
防
災
研
修
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
北
海
道
版
を
用
い
て
行
っ
た

ほ
か
、
避
難
所
開
設
初
期
対
応
訓
練
と
し
て
、

実
地
の
訓
練
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
定
期

的
に
訓
練
や
研
修
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

イ　

本
市
に
お
け
る
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

北
海
道
の
作
成
す
る
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ベ

ー
ス
に
作
成
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
昨
年
５
月
に
改
正
さ
れ

た
こ
と
か
ら
本
市
で
も
直
ち
に
改
正
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
の
事
案
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防

災
連
絡
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

ウ　

北
海
道
の
事
業
で
あ
る
在
宅
難
病
患
者
等

酸
素
濃
縮
器
使
用
助
成
の
利
用
者
数
と
同
数
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
34
名
と
把
握
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
患
者
及
び
家
族
に
対
し
て
は
、
電
源

喪
失
に
備
え
、
自
助
に
よ
る
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

の
確
保
や
自
家
発
電
の
あ
る
避
難
所
へ
移
動
す

る
際
の
行
動
を
確
認
し
て
お
く
よ
う
、
市
や
酸

素
ボ
ン
ベ
の
供
給
業
者
等
を
通
じ
て
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
避
難
行
動
に
支
援
が
必
要

と
な
る
方
へ
の
共
助
の
柱
と
な
る
自
主
防
衛
組

織
の
設
立
は
停
滞
し
て
お
り
、
支
援
に
必
要
な

個
別
支
援
計
画
の
策
定
も
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

避難所運営ゲーム北海道版を用いた
シミュレーション（市職員防災研修より）

市　
長

質　
問

感
染
対
策
に
十
分
留
意
し
、
実
施

で
き
る
形
態
で
継
続
し
て
い
く

コ
ロ
ナ
禍
で
の
公
衆
衛
生
上
の
啓

蒙
活
動
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
々
木
　
亮
　
議
員

問

答
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一 般 質 問
問　

市
は
、
バ
ス
停
や
駅
か
ら
離
れ
て
い
て
、

通
院
や
買
い
物
な
ど
が
困
難
な
エ
リ
ア
の
方
々

の
利
便
向
上
を
目
的
に
、
巡
回
ワ
ゴ
ン
の
実
証

運
行
を
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

交
通
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
、
買

い
物
な
ど
日
常
的
な
移
動
に
も
不
自
由
を
強
い

ら
れ
て
い
る
状
況
が
全
国
各
地
で
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
北
斗
市
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
駅
や
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
地
域
に
居

住
し
て
い
る
な
ど
、
移
動
に
不
自
由
な
市
民
の

人
数
が
ど
の
程
度
に
な
る
と
認
識
を
し
、
そ
の

う
ち
、
巡
回
ワ
ゴ
ン
の
運
行
に
よ
り
、
ど
の
程

度
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
駅
や
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
け
で
、
移
動
に
不
自
由
な
市
民
で

あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
う
し

た
方
が
、
自
家
用
車
を
利
用
で
き
る
環
境
に
な

い
こ
と
や
、
送
迎
し
て
く
れ
る
家
族
や
身
内
が

い
な
い
こ
と
な
ど
、
住
民
個
々
の
実
情
を
踏
ま

え
複
合
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
人
数
や
カ
バ
ー
度
合
い
は
、
容
易
に
把
握

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
実
証
運
行
を
通
じ
て
、
利
用
実
績
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捕
捉
し
、
利
用
さ
れ
な
い
方

の
意
見
の
把
握
に
も
努
め
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
路
線
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
に
よ
り
、
バ
ス
や
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
既

存
の
公
共
交
通
と
の
共
存
共
栄
と
、
持
続
可
能

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し

て
ま
い
り
た
い
。

問　

昨
年
の
夏
頃
か
ら
七
重
浜
地
区
の
銭
湯
が

休
業
状
態
と
な
り
、
さ
ら
に
七
重
浜
地
区
の
温

泉
施
設
が
９
月
で
閉
店
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
七
重
浜
地
区
か
ら
入
浴
施
設

が
す
べ
て
な
く
な
り
、
地
元
住
民
は
も
と
よ
り

多
く
の
市
民
か
ら
戸
惑
い
の
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴
両
施
設
の
休
業
・
閉
店
に
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
影
響
が
出
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

⑵
両
施
設
は
民
間
施
設
で
あ
る
が
、
営
業
継
続

な
ど
、
市
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
等
を
行
う
考

え
は
な
い
の
か
。

答
（
市
長
）
⑴
両
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
公
衆
衛

生
の
向
上
や
健
康
増
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
な
っ
て
お
り
、
会
議
や
宴
会
な
ど
入
浴
以
外

の
目
的
で
の
利
用
も
含
め
、
多
く
の
方
が
他
の

施
設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
等
の
今
後
の
雇
用
状
況
や
、

ふ
れ
あ
い
入
浴
券
利
用
者
の
選
択
肢
が
減
少
す

る
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
影
響
を
与
え
る
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

⑵
市
と
し
て
、「
七
重
浜
の
湯
」
へ
の
営
業
継

続
に
係
る
直
接
的
な
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

が
、
施
設
所
有
者
か
ら
は
「
運
営
者
を
探
し
た

い
」
と
の
意
向
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
新
た

な
運
営
委
託
先
に
つ
な
が
る
情
報
が
あ
れ
ば
提

供
す
る
な
ど
、
今
後
も
継
続
し
て
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
閉
店
に
伴
い
離
職
す
る
従
業

員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
求
職
相
談
に
つ

い
て
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

市
は
、
６
月
11
日
の
「
北
海
道
新
幹
線
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
伴
う
掘
削
発
生
土
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」
で
、
村
山
地
区
受
入
地
の
地

下
水
か
ら
、
環
境
基
準
値
を
超
え
る
重
金
属
の

セ
レ
ン
が
検
出
さ
れ
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
市
の
要
請
に
よ
り
原

因
究
明
及
び
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

以
下
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴
週
１
回
実
施
の
水
質
分
析
に
よ
る
溶
出
量
の

推
移
に
つ
い
て

⑵
盛
土
上
部
の
仮
覆
土
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
要
対
策
土
搬
入
再
開
後
、

仮
覆
土
は
撤
去
さ
れ
る
の
か
。

答
（
市
長
）
⑴
機
構
か
ら
の
報
告
に
よ
る
と
、

６
月
３
日
の
採
水
で
は
基
準
値
と
同
値
の
０
・

01
㎎
／
Ｌ
で
、
そ
の
後
、
漸
減
し
、
８
月
30
日

の
採
水
で
は
０
・
003
㎎
／
Ｌ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
対
策
土
の
搬
入
を
休
止
し
て
い
る
村
山
地
区

受
入
地
で
は
、
雨
水
が
対
策
土
に
触
れ
て
流
下

し
な
い
よ
う
、
盛
土
上
部
全
体
を
覆
土
し
て
お

り
、
こ
の
仮
覆
土
は
雨
水
が
地
下
浸
透
し
に
く

い
よ
う
粘
性
土
を
30
㎝
の
厚
さ
で
敷
き
な
ら
し
、

転
圧
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
策
土
の
搬

入
を
再
開
す
る
際
は
、
こ
の
盛
土
上
部
の
仮
覆

土
は
除
去
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市　
長

質
問
１

カ
バ
ー
度
合
い
は
、
容
易
に
把
握

で
き
な
い

巡
回
ワ
ゴ
ン
に
よ
り
、
交
通
弱
者

を
ど
の
程
度
カ
バ
ー
で
き
る
か

市　
長

質
問
２

多
く
の
市
民
に
影
響
を
与
え
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る

七
重
浜
地
区
の
温
泉
施
設
が
閉
店
。

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か

市　
長

質
問
３

そ
の
後
、
漸
減
し
て
い
る

環
境
基
準
値
を
超
え
る
重
金
属
セ

レ
ン
検
出
。
そ
の
後
の
推
移
は

前
田
　
　
治
　
議
員

実証運行中の巡回ワゴン
� （茂辺地５丁目バス停）

問答

答

問

問

答
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一 般 質 問
　
　

当
市
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
関
わ
っ
て
い
る
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

接
種
券
の
発
送
や
様
々
な
準
備
を
担
っ
て
い
る

市
役
所
「
コ
ロ
ナ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
係
る
市

の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
特
に
高
齢
者
へ
の
接
種
が
お
お
か

た
終
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
・
学
生
を
含

め
若
年
層
へ
対
す
る
接
種
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）
９
月
５
日
現
在
、
対
象
と
な
る
12

歳
以
上
の
市
民
４
万
１
千
567
人
の
う
ち
、
62
・

４
％
の
方
が
１
回
目
の
接
種
を
、
46
・
４
％
の

方
が
２
回
目
の
接
種
を
終
え
て
い
ま
す
。

　

若
年
層
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
、
個
人
の

特
定
に
つ
な
が
り
に
く
い
「
個
別
接
種
」
を
基

本
に
今
後
の
国
の
方
針
な
ど
を
注
視
し
て
柔
軟

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
接
種
券
の
送

付
を
９
月
中
に
完
了
し
、
若
年
層
を
含
め
、
希

望
す
る
す
べ
て
の
対
象
者
へ
の
接
種
を
10
月
末

ま
で
に
完
了
さ
せ
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

問　

地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
究
極
の
住
民
ニ

ー
ズ
は
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で

も
」
利
用
で
き
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
予

算
を
含
め
そ
れ
は
無
理
な
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
は
そ
れ
に
近
づ
け
る

不
断
の
努
力
が
必
要
で
す
し
、
住
民
に
は
行
政

と
一
緒
に
地
域
公
共
交
通
を
育
て
て
い
く
意
識

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
感
情
を
い
か
に
醸
成
で
き
る
か
が
成
否

の
分
か
れ
道
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

住
民
に
「
か
け
が
え
の
な
い
、
自
分
の
足
」

的
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
方
策
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
究
極
の
住
民
ニ
ー
ズ
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
近

づ
け
る
た
め
に
は
、
市
民
意
識
の
醸
成
が
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
北
斗
市
地
域
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
け
る
巡
回
ワ
ゴ
ン

の
運
行
計
画
に
関
す
る
審
議
経
過
や
、
本
協
議

会
の
会
長
で
あ
る
齋
藤
征
人
先
生
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
形
で
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り
方
を
広
報
誌
に
掲

載
し
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
公
共
交
通
と
向
き
合
い
、
維
持
し
て
い
く
た

め
に
自
ら
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　

新
幹
線
開
業
に
併
せ
、
観
光
協
会
を
法
人

化
し
、
協
会
に
施
設
運
営
を
は
じ
め
、
観
光
振

興
事
業
等
を
委
託
し
て
今
に
至
る
わ
け
で
す
が
、

根
本
的
に
そ
の
在
り
方
を
見
直
す
時
期
に
き
て

い
る
と
考
え
ま
す
が
、
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
北
斗
市
観
光
協
会
は
、
平
成
26
年

12
月
に
は
任
意
団
体
か
ら
法
人
格
を
持
っ
た
一

般
社
団
法
人
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
新

幹
線
開
業
効
果
の
落
ち
着
き
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
状
況
下
で
、
観

光
振
興
の
魅
力
あ
る
事
業
展
開
な
ど
市
が
実
施

す
る
観
光
施
策
を
含
め
、
時
間
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
、
引
き
続
き
連
携
し
な
が
ら
前

向
き
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問　

去
る
５
月
31
日
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
、

村
山
地
区
受
入
地
の
地
下
水
で
、
セ
レ
ン
濃
度

が
基
準
値
を
超
え
る
事
態
が
報
告
さ
れ
、
市
は

直
ち
に
対
策
土
・
条
件
不
適
土
の
搬
入
中
止
を

機
構
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
の

鉄
道
・
運
輸
機
構
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
北
海
道
新
幹
線
有
害
残
土
を
考
え

る
北
斗
市
民
の
会
」
が
市
に
対
し
、
公
開
質
問

書
を
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

重
ね
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
市
民
の
安
心
感
を

高
め
る
た
め
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
的
、
信

用
の
お
け
る
調
査
機
関
に
残
土
の
処
理
に
つ
い

て
調
査
依
頼
を
す
べ
き
と
発
言
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
は
「
機
構
の
第
三
者
委
員
会
こ
そ
が
最
良

の
機
関
」
だ
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
基

準
値
を
超
え
る
値
が
出
た
今
も
市
の
認
識
は
変

わ
ら
な
い
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
村
山
地
区
へ
は
５
月
31
日
、
柳
沢

地
区
へ
は
６
月
８
日
を
最
後
に
対
策
土
等
の
搬

入
は
一
時
休
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
団
体
か
ら
の
質
問
書
へ
の
本
市
の
対
応

は
、
水
質
検
査
の
結
果
に
関
し
て
は
、
環
境
基

準
値
以
下
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
や
基
準
値
を

超
え
た
セ
レ
ン
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て

は
、
現
在
、
機
構
に
お
い
て
調
査
検
討
中
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
８
月
31
日
付
で
回
答
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
自
然
由
来
重
金
属
等

掘
削
土
対
策
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

こ
の
委
員
会
は
、
高
い
専
門
性
を
有
す
る
幅
広

い
分
野
の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

こ
の
委
員
会
が
実
施
す
る
検
証
結
果
は
、
最
も

尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
現
在
、
セ
レ
ン
が
基
準
値
を

超
え
た
事
象
に
関
し
、
そ
の
原
因
究
明
と
対
策

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
審
議
結
果
の
報
告
を
待
つ
考
え
で
す
。

市　
長

質
問
１

希
望
す
る
す
べ
て
の
対
象
者
の
接

種
を
10
月
末
ま
で
に
完
了
予
定

若
年
層
を
含
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

見
通
し
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

市　
長

質
問
２

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り
方

を
広
報
誌
に
掲
載
し
行
動
を
期
待

地
域
公
共
交
通
を
住
民
と
一
緒
に

育
て
て
い
く
意
識
醸
成
の
方
策
は

市　
長

質
問
４

高
い
専
門
性
を
有
す
る
委
員
会
の

結
果
は
最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き

基
準
値
を
超
え
、
信
頼
し
て
い
た

第
三
者
委
員
会
へ
の
認
識
は

市　
長

質
問
３

引
き
続
き
連
携
し
て
前
向
き
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

観
光
協
会
の
在
り
方
を
見
直
す
時

期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

新
関
　
一
夫
　
議
員

問

問

問問

答

答

答

答
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委員会活動をお知らせします委員会活動をお知らせします

《総務常任委員会》
・�7月28日に委員会を開催し、『北斗市地域公共交通計画に
関する調査』を行い、この事業は国の補助事業となるの
か、実証運行に向けての周知方法について、運行系統図
は自治会や町内会の意見を反映しているのかなどの質疑
応答を行いました。

・�9月15日に第3回定例会で付託された、条例の一部改正（4
件）の審査を行い、『北斗市の議会議員及び長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正』に
ついては、公職選挙法にて定める選挙運動用ビラの頒布
できる枚数の確認、選挙運動用ビラの製作単価の考え方
について、従来から配布している選挙公報は継続するの
かなど、『北斗市個人情報保護条例の一部改正』については、改正による変更点について、『北斗市個人
番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正』については、改正により対象者がマイナ
ンバーカードを所有することが義務付けられるようなことが起きないのか、マイナンバーカードを所有
していないことにより不利益が生じるようなことはないのか、『北斗市健康センター条例の一部改正』
については、指定管理者制度を導入後の自動販売機の取り扱いについての質疑応答ののち、採決の結果、
原案のとおり可決すべきものと決定し、本会議で報告を行いました。

《文教厚生常任委員会》
・�7月13日に委員会を開催し、『コロナ禍における学校教育
環境に関する調査』を行い、コロナ禍における学校運営
については、部活動の練習制限について、学校内での感
染対策物の具体的な配置場所について、小・中学校の修
学旅行の行先はどのように決めているのかなど、ＩＣＴ
教育の取り組みについては、オンラインシステム（ＺＯ
ＯＭ）を使って上磯中学校の授業風景を視察し、校長・
教頭との意見交換を行い、各家庭における通信環境の整
備状況について、タブレットを使った授業のメリットに
ついてなどの質疑応答を行いました。

《産業建設常任委員会》
・�7月29日に委員会を開催し、『建設関係の入札に関する調
査』、『漁場環境整備事業に関する調査』を行い、『建設
関係の入札に関する調査』については、工事成績評定の
点数は誰が付けるのか、地域貢献評価数値の具体的な内
容についてなど、『漁場環境整備事業に関する調査』に
ついては、品目ごとの漁業者数について、漁業者1人当
たりの漁獲高について、養殖の検討など漁組はどのよう
に考えているのか、漁組に支出している補助金の使途、
漁組職員の体制強化についてなどの質疑応答を行いまし
た。

・�9月16日に第3回定例会で付託された、条例の一部改正（1
件）、都市公園を設置すべき区域の決定（1件）の審査を行い、『北斗市営駐車場条例の一部改正』につ
いては、日常的に平面駐車場を利用している人数を把握しているのか、定期券・回数券を発行する場所
はどこか、料金規定の考え方についてなど、『都市公園を設置すべき区域の決定』については、公園の

総務常任委員会のようす

文教厚生常任委員会のようす

産業建設常任委員会のようす
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拡充箇所の確認、拡充地域にある排水の整備について、再整備時に野球場の配置変更やフェンスのかさ
上げなどの予定はあるのか、公園の管理状況についてなどの質疑応答ののち、採決の結果、原案のとお
り可決すべきものと決定し、本会議で報告を行いました。

《議会運営委員会》
・�7月12日に委員会を開催し、議会だより（№67）の監修、「議
会だよりの見直し」について協議しました。

・�7月26日に委員会を開催し、第4回臨時会の議会運営（会
期日程等）に関する協議を行い、会期を8月3日の1日と
しました。

・�8月30日に委員会を開催し、第3回定例会の議会運営（会
期日程等）に関する協議を行い、会期を9月7日から22日
までの16日間としました。

　その後、「議会だよりの見直し」について協議をしました。
・�9月7日に委員会を開催し、第3回定例会の議会運営（追
加議件）に関する協議ののち、本会議へ提案する意見書
の趣旨説明を提出者から受けました。

《決算審査特別委員会》
　令和2年度決算審査のため、議長と監査委員を除く議員20名の特別委員会を設置しました。
・�9月8日に第1回委員会を開催し、正副委員長（委員長：秋田厚也、副委員長：白戸昭司）を互選し、日
程を9月10日、13日、14日、21日の4日間としました。

・9月10日に第2回委員会を開催し、一般会計歳出の細目質疑を行いました。
・9月13日に第3回委員会を開催し、前日に引き続き、一般会計歳出の細目質疑を行いました。
・�9月14日に第4回委員会を開催し、一般会計歳入の細目質疑、各特別会計決算質疑、水道事業会計及び下
水道事業会計決算質疑を行いました。

・�9月21日に第5回委員会を開催し、総括質疑を行い、採決の結果、すべての会計について原案のとおり認
定すべきものと決定し、本会議で報告を行いました。

《北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会》
・�9月22日に委員会を開催し、副市長、担当部課長の出席、
鉄道・運輸機構の工事次長、課長及び所長を参考人とし
て招致し、村山地区受入地においてセレン濃度が地下水
環境基準を超過した原因と対策について、鉄道・運輸機
構から説明を受けました。
　原因については、超過した観測箇所である堰堤付近の
くぼ地に雨水や雪解け水が対策土に触れ流下し、水の一
部は蒸発等で失われるが、水に含まれる重金属はほとん
どが蒸発しないため、少しずつ濃縮され、濃度が上昇し、
集中的に地下に浸透したことによりセレン濃度が非常に
上昇したと推定されています。
　対策については、滞水の除去、観測頻度を増やしてモ
ニタリングを実施、滞水を抑制するために対策土に触れた雨水が流入しないように、盛土して堰堤を設
置、盛土の各段や地盤上に濁水流出を防止する目的で小堰堤を設置、堰堤付近のくぼ地に水がたまらな
いように無対策土を用いて埋め戻すことにより滞水に含まれる重金属等の濃度が上昇し地下に浸透する
ことがないようにするとの説明を受けました。
　なぜ、最初から堰堤などを造って対策ができなかったのか、原地盤活用が本当に有効な方法なのか、
柳沢地区を仮置き場としているが最終的な処分地を決定する時期のめどについてなどの質疑応答を行い
ました。

議会運営委員会のようす

北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削
発生土に関する調査特別委員会のようす
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《議会ＩＣＴ化に関する調査特別委員会》
・�近年、パソコンやスマートフォン、タブレット端末に代表されるＩＣＴが著しく進化し、社会情勢も大
きく変化してきており、議会ＩＣＴ化については、災害時の連絡ツールなど緊急時にも活用され、議会
の委員会のオンライン会議による開催などによりスムーズな議会運営を推進し、市政を停滞させないた
めのツールとして全国的にも進められています。また、ＩＣＴを活用し、議会運営のさらなる効率化や、
効果的な情報発信など、どのような取り組みが可能となり、どのような効果が得られるのか、北斗市議
会としての今後の方向性について調査研究に取り組む必要があると考え、第3回定例会において特別委
員会を設置しました。

・�9月22日に第1回委員会を開催し、正副委員長の互選を行い、今後の委員会の進め方について協議しまし
た。

特　別　委　員　氏　名　　　（◎委員長　〇副委員長）
◎髙　村　　　智 〇栃　木　正　則 　伊　藤　洋　平 　佐々木　　　亮
　吉　田　直　樹 　玉　森　大　樹 　白　石　勝　士

その他の会議など（市議会）その他の会議など（市議会）
■会派代表者会議
・�9月7日、北斗市役所で開かれ、市長からの追加提出予定案件、決算審査特別委員会正副委員長の互選、
議員提出案件について協議しました。

■全員協議会
・�9月8日、北斗市役所で開かれ、閉会中における正副議長の公務活動、一部事務組合議会・広域連合議会
の概要、常任委員会の所管事務調査・特別委員会調査の概要について報告され、北斗市議会運営基準に
関する内規等の一部改正について協議しました。

一部事務組合・広域連合議会の動き一部事務組合・広域連合議会の動き
■南渡島消防事務組合議会
・�9月3日、令和3年第2回定例会が南渡島消防事務組合消防本部で開かれ、令和3年度一般会計補正予算、
令和2年度一般会計決算認定が審議され、可決・認定されました。

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

議員定数が２２人から２０人に変わります
～議員提案で定数を２人削減し、次回の一般選挙から適用～

　議会改革の推進に関する調査特別委員会において、人口が減少している本市の現状や平成29年
度に市議会議員の議員報酬の改定を審議した際の北斗市特別職報酬等審議会による意見を踏まえ、
北海道内の他市の状況などを基に議論を重ねた結果、定数を減じる必要があるとの結論に至ったこ
とから、議員発議により現在の議員定数22人を2人削減し、新たな定数を20人とするために北
斗市議会議員定数条例の一部改正を今定例会で可決しました。
　新たな定数は、当市議会において実質的な審査機関を担う委員会の構成への影響、若い世代や女
性の議会への参画しやすい環境の確保などを考慮し、大幅な減数ではなく現状の定数から２人減じ
た２０人としました。
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議会開催予定 第４回北斗市議会定例会は、１２月の開催を予定しています。

議 会 日 誌（令和３年７月１日～令和３年９月30日）

7月10日

12日

13日

19日

20日

26日

28日

29日

8月 3日

19日

20日

30日

北斗市戦没者慰霊祭（議長）

「議会運営委員会」

「文教厚生常任委員会」

例月出納検査（監査委員議員）

例月出納検査（監査委員議員）

「議会運営委員会」

「総務常任委員会」

「産業建設常任委員会」

北斗市議会第４回臨時会本会議

例月出納検査（監査委員議員）

例月出納検査（監査委員議員）

「議会運営委員会」

9月 3日

7日

8日

10日

13日

14日

15日

16日

21日

22日

29日

30日

南渡島消防事務組合議会定例会（組合議員）

北斗市議会第３回定例会本会議（第１日目）

「会派代表者会議」

「議会運営委員会」

定例会本会議（第２日目）

第１回決算審査特別委員会

「全員協議会」

第２回決算審査特別委員会

第３回決算審査特別委員会

第４回決算審査特別委員会

「総務常任委員会」

「産業建設常任委員会」

第５回決算審査特別委員会

定例会本会議（第３日目）

「議会ＩＣＴ化に関する調査特別委員会」

「北海道新幹線トンネル工事に伴う掘削発生土に関する調査特別委員会」

例月出納検査（監査委員議員）

例月出納検査（監査委員議員）

編 

集 

後 

記

▼
第
３
回
定
例
会
が
９
月
７
日
か
ら
22

日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、

７
名
の
議
員
か
ら
16
件
の
一
般
質
問
が

あ
り
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
中
で
市
長
は
、
１
期
４

年
の
実
績
を
踏
ま
え
、
２
期
目
も
新
た

な
気
持
ち
で
挑
戦
さ
せ
て
欲
し
い
と
申

さ
れ
、
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
現
在
22
名
の
定

数
を
次
回
改
選
時
よ
り
20
名
に
改
正
す

る
こ
と
、
新
た
に
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど
、

議
案
の
す
べ
て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

戦
い
も
２
年
目
に
入
り
、
収
束
さ
せ
る

切
り
札
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
市
で

も
今
年
６
月
よ
り
始
ま
り
、
現
在
、
12

歳
以
上
で
接
種
希
望
す
る
方
は
す
べ
て

予
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
２
回
接
種
を
お
済
み
に
な
っ
た

方
も
お
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
の
間
、

励
ま
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

▼
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
聖
火
リ
レ
ー
の
縮

小
、
無
観
客
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
北
海
道
出
身
の
９
名
の
選

手
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
北
斗
市
近
郊�

で
は
野
球
の
伊
藤
大
海
選
手
（
鹿
部

町
）
、
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
池
崎
大
輔

選
手
（
函
館
市
）
の
活
躍
が
記
憶
に
新�

し
く
、
そ
の
姿
に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し

た
。

▼
市
議
会
も
市
民
の
声
を
大
切
に
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
編
集
委
員　

寺
澤　

十
郎
）

☆市議会だよりをご覧いただきありがとうございます。皆様のご意見ご感想をお聞かせください。
『☎ 73-3111 ＦＡＸ 73-6970』『メールアドレス gikai@city.hokuto.hokkaido.jp』

印刷／（有）上磯印刷所

　議会傍聴は、市民の代表である議員がどんな活動をしているか、
市政がどのように運営されているのかなどを知る良い機会です。
　傍聴したい方は、市役所３階の本会議場傍聴席までお越しください。

＝ 本会議を傍聴しませんか！＝


